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び（３）判決に立ち戻ることになる。





1926 年３月 15 日までは 15％、その時から 12％（以上は年）であった。
　その後、Ｙは、Ｘに対して元本の返還を請求し、直ちにその半分を受け取り、


































（117） 　Staudinger /Jickeli / Stieper, BGB, 2012, § 100 Rdn. 2.
